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十
一
月
十
二
日

岡
間

十

右
衛

門

里
見
七
左
街

門

按
・干
る
に
.
右
疏
五
兵
衛
は
‘寛
永
四
年
の
士
俊
民
、郡
奉
行
六
百
石

市
川
長
左
衛
門
と
見
ね
た
る
人
の
子
主
ら
ん
か
。
右
馬
介
或
は
庄
馬

助
と
職
せ
た
る
は
朔
五
兵
衛
の
前
名
花
て
、
機
感
夜
話
及
び
可
制
叫
小

設
な
ど
は
‘
前
名
を
以
て
記
蹴
せ
し
も
の
と
削
ゆ
。
叉
背
家
見
聞
集

K
‘
取
手
足
軽
森
川
五
郎
右
衛
門
・
寺
尾
平
右
術
門
前
人
し
て
捕
ν
之

殺
害
す
る
よ
し
紋
せ
た
る
も
、
全
〈
見
聞
抑
制
の
訣
り
陀
て
、
拠
者
出

口
政
信
の
過
聞
な
る
べ
し
。
此
の
時
の
事
は
‘
森
川
五
郎
右
術
門
が

夫
和
二
年
七
月
の
手
役
陀
、
繭
五
兵
術
方
h
罷
越
、
私
井
小
坂
五
郎

兵
術
と
申
足
軽
一
人
召
述
内
h
入
、
私
一

人
は
袈
口
へ
廻
り
、
無
-一回開

儀
-
か
ら
め
捕
云
々
と
紀
紋
す
。
き
れ
ば
彼
の
寺
鬼
平
右
衛
門
と
は
小

坂
五
郎
兵
衛
が
都
な
り
し
か
ど
、
閑
人
し
て
抑
v
之
殺
容
す
と
峨
せ
た

る
も
見
開
銀
の
訣
り
な
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
o

松
雲
公
年
譜
K
、

瓜
治
元
年
戊
成
十
月
十
二
日
丑
時
微
妙
公
小
松
妓
中
に
而
御
逝
去
。

間
十
二
月
四
図
上
位
石
河
弧
左
術
門
殿
・内
藤
新
五
郎
殿
到
治
之
官

御
設
を
以
被
i

仰
下
↓
此
時
執
政
八
人
本
多
安
房
政
長
。
長
九
郎
左
衛

門
述
抑
制
・銚
山
左
衛
門
応
次
・
前
悶
針
馬
孝
点
奥
村
河
内
楽
街
奥
村

1 

可
v

被
s
相
波
一
又
御
目
安
場
よ
り
被
ω
入
世
-
者
之
儀
は
、
過
怠
銀
之
内

在
以
賄
料
可
v
被
=相
波
↓
右
之
外
K
賄
ひ
方
銀
ν
之
総
合
人
有
ν
之
ば
、
稲

繋
左
近
銅
三
郎
兵
衛
切
手
次
第
、
町
中
よ
り
附
可
v
巾
都
、
と
云
ふ
一

ケ
僚
を
刑
制
せ
ら
れ
‘
同
十
四
年
三
月
の
定
住
民
も
同
棋
戦
せ
ら
れ
た

り
。
右
本
屋
は
縫
長
什
年
の
金
部
町
定
牲
に
、
企
坂
前
出
番
一
I
h
べ
と
い

ふ
邪
見
h
た
れ
ば
、
城
中
同
地板
門
の
内
に
建
て
世
か
れ
し
と
聞
ゆ
。

赴
悶
初
以
来
の
事
な
ら
ん
か
。
然
る
を
究
永
の
後
陀
公
都
場
の
図
内

へ
移
さ
れ
た
り
し
と
聞
ゆ
。
右
公
背
中
場
の
牢
屋
北
ハ
は
.
今
監
獄
抽
唱
に

存
在
す
る
縫
紋

m
kて
・
活
躍
附
よ
り
直
に
共
の
他
用
ひ
ら
れ
し
は
・

此
の
牢
屋
而
巴
な
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
・
金
潔
町
合
所
本
町
肝

前
山
役
所
関
山
川
究
文
七
年
の
僚
民
左
の
如
〈
服
せ
た

p
。

て
総
合
人
有
'
之
町
々
、
銭
n
御
陀
官F
御
山
中
行
所
h
相
結
巾
す
俄
、

向
後
御
停
止
之
回
目
被
[仰
向
日候
に
付
.
肝
一
肌
中
h
申
渡
候
。

米
五
月
廿
日

右
中
波
方
之
越
陀
て
、
立
文
以
前
の
町
方
下
々
の
管
俗
思
ひ
や
る
べ

し
。
叉
公
郡
場
・
刑
法
場
は
牢
屋
の
近
議
K
て
、
刑
法
場
は
堕
非
人
を

殺
害
す
る
場
所
に
て
、
俗
に
御
仕
也
場
と
も
呼
べ
り
。
斬
罪
の
者
死

科
陀
底
せ
ら
れ
し
日
柄

E
ば
、
む
か
し
は
小
立
野
愛
宕
貧
悩
寺
に
て

金
滞
古
帥
剛
志
巻
八

O 

因
幡
府
組
・
小
幡
宮
内
長
次
津
悶
玄
審
正
忠
・
今
枝
民
部
近
議
也
。

且
叉
諸
政
之
示
談
K
は
.
御
用
人
伊
藤
内
腿
・
菊
池
大
製
也
。
然
る
に

御
小
持
組
市
川
溺
五
兵
衛
平
生
不
行
秋
、
共
上
共
頭
宅
b
相
拐
と
い

へ
ど
も
不
罷
出
↓
依
v
之
奥
村
図
幡
宅
に
て
紐
頭
雨
入
h
被
ロ由
・
波
一
取

乎
足
級
相
添
、
刑
制
五
兵
衛
宅
h
押
入
捕
ν
之
殺
害
被
今仰
付
吋
と
あ
り
。

按
・干
る

K
.
利
常
卿
苑
逝
後
は
綱
紀
卿
い
ま
だ
若
年
に
て
‘
執
政
の

人
々
の
詮
絡
に
て
か
A

る
成
政
も
申
渡
し
殺
寄
せ
し
め
た
る
も
の
な

り
と
聞
ゆ
。

O
会
事
場
牢
屋
並
刑
法
場

府
出
務
中
は
公
都
場
の
牢
屋
と
て
園
内
陀
建
築
せ
ら
れ
、
金
探
町
台
所

陀
て
詮
議
務
み
の
罪
人
北
ハ
も
公
事
場
牢
へ
入
れ
世
く
定
な
り
。
故
に

右
牢
屋
の
鎖
は
、
森
川
五
郎
右
衛
門
死
後
は

町
移
行
の
笥
り
と
成

り
.
公
事
判
明
式
日
毎
陀
篤
v
持
出
す
例
と
成
り
た
り
。
按
・干
る
民
、
背

は
波
中
陀
禁
獄
所
を
建
て
泣
か
れ
た
り
け
ん
。
寛
永
五
年
八
月
の
金

協
町
中
史
牲
に
、
御
披
内
に
有
ν
之
錨
帯
之
都
.
如
n
有
来
-惣
町
中
と

し
て
可
円相
勤
↓
然
者
縮
会
人
賄
之
都
御
分
図
中
之
者
に
於
て
は
甘
問
者

ht桔
M

の
一
放
井
共
村
中
と
し
て

賄
可
v
申
。
若
し
他
国
者
叉
は
鮪
可
ν
仕
桜

M
m

…ν之
者
.
御
公
事
場
よ
り
被
ι
入
世
-者
は
、
公
都
錦
之
内
を
以
賄
料

鑑
定
せ
し
め
け
る
例
な
り
け
ん
。
賓
腕
寺
に
左
の
役
剛
山
仰
来
す
。

殺
申
告
者
日
柄
.
来
る
廿
九
日
不
v

苦
旨
被
、仰
越
一候
得
北
ハ
、
此
方
指

合
之
俄
出
来
候
問
.
甘
六
日
仕
七
日

-
H八
日
之
内
甑
而
御
考
可
ν

都
仰
附
-
候
。
年
内
然
6

品川田
町故
如
v
斯
侠
ョ
以
上
。

十
二
月
二
寸
阻
日

玉
井
助
制
肝
的

多
賀
抽
出
一
布
術
門

~ill 

官

資

按
宇
る
花
、
右
前
人
は
公
事
場
潜
行
に
て
、
玉
井
は
延
賢
三
年
陀
被
'

命
、
点
字
=
一年
若
年
寄
と
成
り
‘

多
賀
は
延
筑
八
年
陀
被
v
命
・
点
U
T

年
被
ν
菟
た
れ
ば
、
延
資
八
年
よ
り
貞
平
三
年
迄
の
空
間
左

P
。
M
m

れ
ば
共
の
時
代
は
・
布
佐
簡
の
如
く
日
柄

E
鑑
定
し
て
死
罪
陀
蕗
せ

ら
れ
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
叉
改
作
所
持
制
記
高
治
三
年
の
僚
に
・
左

の
党

を
服
せ
た
り
。

党

て
せ
つ
が
い
人
有
v
之
時
は
、
近
在
之
町
煎

長
百
姓
を
よ
せ
並
に

近
所
之
十
村
を
よ
び
に
治
し
、
共
内
陀
御
郡
御
即時
行
緩
h
御
袋
内
巾

上、

死
人
併
を
い
よ
/
¥
吟
味
い
た
し
.有
併
を
牲
付
、
右
見
届
申
・
も

の
共
に
加
判
い
た
さ
せ
、
御
公
事
場
椋
h
上
可
ν
市
候
。

但

ず
と
也

4
4
3
 




